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条件

GC システム： Agilent 8890/FID 

カラム：   Agilent J&W DB-5ms ウルトライナート 
30 m x 0.25 mm x 0.25 μm  
（121-5522UI）

注入口：   スプリットモード、250 ℃、250:1

キャリア：  ヘリウム、定流量、1.3 mL/min

オーブン：  65 ℃（10 分）

検出器：  FID、325 ℃、水素：30 mL/min、 
空気：400 mL/min

ピーク 名称

1 プロピオン酸
2 1-オクテン
3 n-オクタン
4 4-メチルピリジン
5 n-ノナン
6 リン酸トリメチル
7 1,2-ペンタンジオール
8 n-プロピルベンゼン
9 1-ヘプタノール
10 3-オクタノン
11 n-デカン
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www.agilent.com/chem/jp
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農薬などの半揮発性化合物の 
GC 分析に最適なカラム

Agilent J&W DB-5ms ウルトライナート GC カラム

半揮発性化合物の GC 分析には、堅牢性と熱安定性を兼ね備えたカラムが求められます。最高温度で長時間使用すると、一部の GC 相
が損傷し、活性化合物の著しいピークテーリングが発生する恐れがあるためです。

Agilent J&W DB-5ms ウルトライナート GC カラムなら、分析困難な半揮発性物質を高温で連続分析する場合でも、一貫したピーク形
状が得られます。Agilent DB-5ms UI カラムと他社製の 5ms カラムを 350 ℃ で 50 時間使用した後に比較したところ、他社製カラムで
はリン酸トリメチルのピークテーリングの増大がみられたほか、テーリングファクターが時間とともに上昇しました。アジレント製カラムに
はどちらの問題もみられず、分析困難な化合物においても優れた堅牢性を示しました。DB-5ms UI カラムの性能により、再分析を低減し、
メソッドの再キャリブレーションを最小限に抑えるとともに、同じ GC カラムでより多くの分析を実行できます。 

半揮発性化合物の分析でも高い性能を維持する GC カラム 

結果の信頼性を最大限に高める Agilent イナートフローパスソリューションの 
詳細については、www.agilent.com/chem/jp をご覧ください。


